
 

 

 

令和２年（２０２０年）８月５日 

 

日本財団からの重機等ボランティアによる球磨村支援について 

 

 

 
 

 

 

 

 

１ 内容 

  ・日本財団で組織する重機等作業チームが現地（道路、公共施設、民家等）に入り、ショベ   

ルカー等の重機を用いて現地の復旧作業を進める。 

  ※一般市民によるボランティア等が作業に入る前段階の作業を実施。 

 

２ 時期・人数（予定） 

  ・令和２年８月 ８日（土）～ ９日（日） 約３０名（第１陣） 

  ・    ８月２２日（土）～２３日（日） 約３０名（第２陣） 

  ・    ８月２９日（土）～３０日（日） 約３０名（第３陣） 

    

３ 場所 

  ・第１陣（８／８～９）、第２陣（８／２２～２３）は球磨村支援を予定。 

  ・その後は現地の状況により、他市町村現場も含めて判断される予定。 

 

４ 日本財団の重機等ボランティアによる最近の主な支援活動 

  ・2016年 熊本地震（益城町に拠点を設置し、災害救援活動） 

  ・2017年 九州北部豪雨（福岡県朝倉市に拠点を設置し、災害救援活動） 

  ・2018年 大阪府北部地震（崩れたブロック塀や石垣の撤去等の活動） 

  ・2019年 台風 19号（長野県、宮城県等で災害救援活動） 

  ※関係団体「DRT-JAPAN（技術系災害ボランティアネットワーク）」の活動含む。 
 
 
 
 

 

 

 

令和２年７月豪雨災害被災地においては、甚大な被害を受け、今なお一般の 
ボランティアの立ち入りができない地域もあります。 
この度、球磨村長からの要請により、日本財団の重機等ボランティアが球磨

村神瀬（こうのせ）地区の土砂や災害ゴミ除去等の支援を行われることとなり
ました。 
これまでも各地の災害現場の第一線で活躍されている重機等作業チームの

支援を受けることにより、被災地の１日も早い復興に繋がるものと期待してい
ます。 
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【問い合わせ先】 

健康福祉政策課 地域支え合い支援室 

 西村、徳留（内線 7013、7025） 

 TEL 096-333-2201 


